給食外部搬入実施計画書
	受託業者が、衛生面や栄養面等、調理業務を適切に遂行できる能力を有することの確認
	受託業者名：

	
	

	給食の外部搬入を実施する日
	

	加熱、保存のための設備（再加熱を行うための設備、冷蔵庫等保存のための設備）
	

	搬入経路、配膳の場所及び方法
	

	子どもの発達段階や健康状態に応じた食事の提供方法（食事の内容、回数及び時機等、個々に適切に応じることについて）
	

	アレルギーやアトピー等への配慮状況（職員間での情報共有方法、除去食の提供方法等）
	

	食育に関する計画に基づいた食事の提供について
	

	衛生面における質の確保方法
	




【給食外部搬入実施要件】
（1） 園児に対する食事の提供の責任が当該認定こども園にあり、その管理者が、衛生面、栄養面等業務上必要な注意を果たし得るような体制及び調理業務の受託者との契約内容が確保されていること。
（2） 当該認定こども園又は他の施設、保健所、市町村等の栄養教諭その他の栄養士により、献立等について栄養の観点からの指導が受けられる体制にある等、必要な配慮が行われること。
（3） 調理業務の受託者を、当該認定こども園における給食の趣旨を十分に認識し、衛生面、栄養面等、調理業務を適切に遂行できる能力を有する者とすること。
（4） 園児の年齢及び発達の段階並びに健康状態に応じた食事の提供や、アレルギー、アトピー等への配慮、必要な栄養素量の給与等、園児の食事の内容、回数及び時機に適切に応じることができること。
（5） 食を通じた園児の健全育成を図る観点から、園児の発育及び発達の過程に応じて食に関し配慮すべき事項を定めた食育に関する計画に基づき食事を提供するよう努めること。
（6） 外部搬入を実施する認定こども園においては、調理室を備えないことができるが、その場合でも加熱、保存、配膳等のために必要な調理機能を有する設備を備えること。具体的には、再加熱を行うための設備、冷蔵庫等の保存のための設備、給食を配膳するための適切な用具及びスペース、体調不良児等の対応に支障が生じない設備等を有すること。
（7） 社会福祉施設において外部搬入を行う場合の衛生基準を遵守するとともに、学校給食衛生管理基準を参考にする等、衛生面における質の確保を図ること。また、保健衛生面・栄養面については保健所等による助言・相談に従うとともに、調理業務の委託・受託については、「保護施設等における調理業務の委託について」（昭和62年厚生省通知）及び「保育所における調理業務の委託について」（平成10年厚生省通知）の内容にも十分留意すること。

【根拠】〔「幼保連携型認定こども園における食事の外部搬入等について」
　　　　　　（平成28年１月18日付　府子本第448号　27文科初第1183号　雇児発0118第３号）〕

